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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

件

件

件

信州スタートアップステーションの

支援を受けて創業した件数

創業支援金を活用した創業件

数

承継状況調査後の個別フォロー

件数

70

23

ー
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21

ー

55

32

310

↗

↗

ー

信州スタートアップステーションの稼働率３%増を目指し、相談者

の20%の創業を見込む。

令和４～６年度の創業件数が25件であるところ、例年の書類

審査件数は40件程度である。事業計画作成支援を強化し、採

択率を約50％から75%に引き上げる。

調査回答数の２割程度を想定し、１実施地域あたり20件程度

を見込む。

①

②
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↘
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達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）

☆会社開業率

年／

年度 数値

2022

(R4)
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単位

%

目標

年／

年度 数値

2027

(R9)
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年／

年度 数値

2024

(R6)
3.1

直近３か年の状況

年／

年度 数値

2023

(R5)
3.1

事　業　名 創業・承継支援強化事業費
部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

実施期間 S54 ～

達成

状況
目標値設定理由

R6年度

実績 推移

③郡部への事業承継支援

単位
R4年度 R5年度

No. 指標名
実績 実績 推移

R7年度

目標値

成長産業の創出・振興

No.

2‐1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 07 02 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

・創業支援拠点「信州スタートアップステーション」や「信州スタートアップ・承継支援ファンド」をはじめとして、様々な支援機関による支援

が充実する中で、内閣府の「第２期スタートアップ・エコシステム拠点都市」選定を契機に、長野県の強みを活かし、グローバル展開を見

据えたエコシステムに強化する必要がある。

・コロナ禍が長期化したことや物価高の影響等で経営環境が大きく変化する中、後継者不足を背景に事業継続を断念する事業者の

増加が懸念されるため、市町村・商工会等との連携により、県内事業者の円滑な事業承継を促進していく必要がある。

信州スタートアップ・エコシステムの強化及び事業承継の促進を図り、県内経済の活性化を目指していく。

①スタートアップ創出のための支援体制の充実

当初予算のとおり

・長野県の強みを活かし、グローバル展開を見据えたエコシステムに強化するため、スタートアップ支援の戦略策定と、全国のスタートアッ

プや投資家との関係性構築に向けたＰＲ強化等を実施

※その他の事業は当初予算のとおり

②ソーシャル・ビジネスの創業促進

当初予算のとおり

E-mail pref.nagano.lg.jpkeieishien

うち今回補正額
区分

R7年度

R6年度

R5年度

前年度繰越

0

0

0

当初予算

113,213

111,745

116,742

予算額

23,797

補正予算等

23,797

0

△ 14,840

職員数

2.1

2.1

2.1

決算額

94,460

93,246

うち一般財源

66,658

43,395

35,901

合計

（予算現額）

137,010

111,745

101,902



事業承継診断事業

市町村、商工会、県（地域振興局）による合同チームを形成し、地域事業者の

承継準備状況等を調査するとともに、相談者の掘り起こしを行う。直接

実施地域　12市町村

うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R5年度

予算現額

R6年度

予算現額

R7年度

予算

3 事業承継サポート事業費
ー 665

予算現額

補助想定件数　30件　　補助総額　54,000千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1

地域課題解決型創業支援事業補助

金（ソーシャル・ビジネス創業支援

金）

県内の地域課題を社会的事業で解決を図る者の創業に要する経費を補助するとと

もに、伴走支援を実施。補助金

細事業を構成する主な取組

信州スタートアップステーション運営事

業

創業応援プラットフォーム事業

スタートアップ・エコシステム強化事業

実施方法

61,045
うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

予算現額

R6年度

予算現額

R7年度

予算

2 地域課題解決型創業支援事業費
50,205 63,045

予算現額

委託

75,601

23,797

部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

・信州スタートアップステーションの創業支援機能（相談窓口、セミナー等）

・女性起業家養成講座の開催及び県立大学主催イベント「WE‐Nagano」の共催

・スタートアップに対してPR活動、販路紹介、試作品製作等を行うサポート企業を募

集し、スタートアップ支援体制を強化するとともに、オープンイノベーションを促進

相談対応　620件（うち女性相談44％）、セミナー及びワークショップ等の実施回

数 30回

全県版創業応援プラットフォーム会議開催に合わせて地域の起業支援や起業家の

掘り起こし等を実施

会議回数　２回

・有識者の知見等を踏まえたスタートアップ支援の戦略策定

・全国の拠点都市で開催するイベントでのPR及び本県で開催するイベントに向けた

企画準備

スタートアップ支援の戦略策定

委託

直接

1

364

3

R7年度

予算

R6年度

予算現額

R5年度

予算現額

予算現額

事　業　名 創業・承継支援強化事業費

事業番号 07 02 02 細事業一覧（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

スタートアップ支援事業費

No.

1

うち今回

補正額

千円

51,697 48,035

千円 千円


